
　

全
国
で
急
速
に
進
ん
で
い
る

少
子
化
。
小
林
市
も
例
外
で
は

な
く
、
小
中
学
校
の
児
童
生
徒

数
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
３
２
０
２
人

だ
っ
た
児
童
生
徒
数
は
令
和
12

年
度
に
は
２
６
１
６
人
ま
で
減

る
試
算
が
出
て
お
り
、
そ
の
後

も
加
速
度
的
に
減
少
す
る
こ
と

が
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
児
童
生
徒
が
減
少

す
る
こ
と
で
「
子
ど
も
た
ち
が

ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
教
育
環

境
を
残
し
て
い
く
た
め
に
、
学

校
の
未
来
を
地
域
全
体
で
考
え

る
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
市
内
小
中
学
校
で
課

題
と
な
っ
て
き
て
い
る
、
少
子

化
の
進
行
に
伴
う
学
校
規
模
の

適
正
化
や
学
校
施
設
の
老
朽
化

な
ど
の
観
点
か
ら
、
令
和
６
年

度
に
「
小
林
市
教
育
み
ら
い
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
今
後

の
市
全
体
の
学
校
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
２
月
に
は
、
同
委

員
会
が
「
小
学
校
は
現
状
を
維

持
す
る
こ
と
」、「
中
学
校
は
再

編
し
、
適
正
規
模
を
実
現
す
る

こ
と
」
と
い
っ
た
内
容
の
提
言

書
を
教
育
委
員
会
に
提
出
。

　

同
年
７
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
、
提
言
書
に
つ
い
て
、
全
小

学
校
区
単
位
で
の
保
護
者
や
地

域
住
民
と
の
意
見
交
換
会
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
保
護
者
や
地
域
住

民
か
ら
提
言
書
へ
の
賛
同
意
見

が
多
く
上
が
っ
た
一
方
で
、
中

学
校
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
る

地
域
の
衰
退
を
懸
念
す
る
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
を
対
象
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
た

く
さ
ん
の
人
の
中
で
学
習
・
生

活
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ

る
」
と
考
え
る
児
童
生
徒
が
多

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

多
様
な
考
え
方
に
触
れ
る
機
会

が
少
な
く
な
る
」、「
入
り
た
い

部
活
動
が
無
く
な
る
」
な
ど
の

課
題
を
抱
え
る
学
校
が
増
え
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
学
校
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
防
災
拠
点
と

し
て
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、

現
在
、
そ
の
重
要
性
が
広
く
再

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が
急

激
に
変
化
し
て
い
る
中
で
、
子

未
来
の
子
ど
も
た
ち
た
め
に

今
、
学
校
再
編
を
考
え
る

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

市内小中学校児童生徒数の推移
※R9以降の数値は、R7.4月時点の住民基本台帳
　による入学予定者数で算定
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1200

1000
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中学校1120 1064 1090

1010
940

814

718

数字で見る「学校施設の今」
小林市の学校施設は現在、大きな転換期を迎
えています。その背景にあるのが「施設の老
朽化」と「維持コスト」の課題です。

参考：小林市学校施設長寿命化計画より（令和 3 年 3 月策定）
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令
和
６
年
８
月

小
林
市
教
育
み
ら
い
検
討

委
員
会
を
設
置

令
和
７
年
２
月

同
検
討
委
員
会
が

「
小
林
市
立
学
校
の
在
り

方
に
関
す
る
提
言
書
」
を

市
教
育
委
員
会
に
提
出

令
和
７
年
７
月

　

～
令
和
７
年
12
月

意
見
交
換
会
な
ど
で
提
言

書
に
対
す
る
意
見
を
集
約

提出された提言書の概要①【小学校】

地域との結びつきが強く、地域コミュ
ニティの核としての役割を担っている
こと、通学距離や時間が増えると子ど
もの心身の負担が増加することなどか
ら、当面は、可能な限り現状を維持し
ていくことが望ましい。

提出された提言書の概要②【中学校】

一定数の集団を必要とする学習活動を行う際
の選択肢の確保が求められること、発達の段
階に応じた人間関係の構築ができるような環
境整備が必要であることなどから、地理的な
条件や地域性を踏まえた再編を行い、適正規
模を実現していくことが望ましい。

　

提
言
書
の
提
出
を
受

け
、
教
育
委
員
会
は
市
内

12
の
小
学
校
区
単
位
で
の

保
護
者
や
地
域
住
民
と
の

意
見
交
換
会
、
幼
保
園
等

の
保
護
者
や
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協

議
会
と
の
意
見
交
換
会
、

さ
ら
に
市
内
小
中
学
校
全

21
校
で
の
児
童
生
徒
と
の

意
見
交
換
や
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

Topics

学校が小規模校化することのメリット・デメリット
デメリット

一人ひとりの実態を詳しく
把握することができ、習熟
の程度に応じた個別指導が
できます。

メリット

児童生徒一人ひとりの学校
教育活動への参加意識や参
加度が高くなり、存在感を
もたせることができます。

上学年の児童生徒が下学年
の児童生徒の世話をするよ
うになり、リーダー性を育
てやすい環境にあります。

児童生徒数が少なくなるこ
とで、子どもたちの学び合
いや社会性を育む機会に影
響が出ると考えられます。

●
問
＝
学
校
教
育
課　

℡
23
‐
０
４
２
４

友人関係が固定化されがち
になり、集団生活の中で多
様な価値観に触れる機会が
少なくなる懸念があります。

運動会や文化祭が制限され
たり、生徒が希望する部活
動を維持・運営したりする
ことが難しくなります。

令和７年２月５日、市教育
みらい検討委員会（河

か わ の

野
康
や す お

男会長）が提言書を提出

進む老朽化と少子化
現在、築 30 年以上の建
物が全体の約　　 ％を
占めています。一方で、
児童生徒数は昭和 50 年
のピーク時から半分以
下（ 約　 　%） に ま で
大きく減少しています。

6262

4444

増えていく学校施設の維持費用
全施設を今まで通り維
持するには過去の平均
的な維持予算の約 　倍

（年平均約　 　億円）が
必要です。長寿命化改修を取り入れた場合で
も、これまで以上に費用がかかります。

３３
9.89.8

Ｂ



　

小
学
校
は
子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
人
た
ち
の
見
守
り
や
愛
情

を
受
け
て
郷
土
愛
や
郷
土
へ
の

誇
り
を
育
む
段
階
で
あ
る
こ
と

や
、
通
学
に
よ
る
心
身
の
負
担

な
ど
を
考
慮
し
、
当
面
の
間
は

現
状
を
維
持
し
ま
す
。

　

中
学
校
は
一
定
程
度
の
学
校

規
模
を
維
持
し
、
一
定
数
の
集

団
を
必
要
と
す
る
学
習
活
動
を

行
う
こ
と
や
、
発
達
の
段
階
に

応
じ
た
人
間
関
係
を
構
築
で
き

る
教
育
環
境
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
理
的
な
条
件
や
地

域
性
を
踏
ま
え
、
市
内
に
あ
る

９
校
を
小
林
地
区
２
校
、
須
木

地
区
１
校
、
野
尻
地
区
１
校
の

計
４
校
に
再
編
し
ま
す
。

  

中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
が
新

し
く
な
る
令
和
13
年
４
月
ま
で

に
再
編
が
完
了
し
て
い
る
こ
と

が
望
ま
し
い
こ
と
や
、
統
合
母

体
校
の
校
舎
改
築
・
改
修
完
了

見
込
み
が
令
和
12
年
度
ま
で
で

あ
る
こ
と
、
教
育
課
程
の
調
整

や
学
校
施
設
整
備
等
の
準
備
期

間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
再
編
後
の
中
学
校
は
令
和

13
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

今
後
の
学
校
の

在
り
方
に
関
す
る
方
針

学
校
の
未
来
に
つ
い
て
、

み
ん
な
は
ど
う
考
え
て
い
る
？

　

学
校
の
在
り
方
に
関
す
る
方
針
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
、

児
童
・
保
護
者
・
地
域
住
民
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

提言書の内容についてどう思いますか？（子どもたち）

いろいろな価値観、
考え方の人と出会う
ことで、視野が広が
り、成長できそう。

競い合えるライバル
がいる方が、学習面
もスポーツ面も向上
しそう。

先生が増えることで
専門的な先生に指導
してもらえる。

人数が多くなると自
分の意見が言えなく
なるかも。

小学校からグループ
ができているから、
他の学校と一緒にな
るのが不安。

運動会などの行事で
一人一人の出番が少
なくなるの？

ｰ 不安なこと ｰｰ 楽しみなこと ｰ

保護者・地域の人たちの考え
児童生徒数の今後の推移をみると
統合は致し方ない。再編にあたっ
ては、地域の実情や歴史的背景も
考慮して検討を進めてほしい。

中学校は大人への第一歩。コミュニ
ティを広げたり、自分で選択するこ
とが必要な時期なので、より選択肢
が増やせる環境が必要だと思う。

統合して友達が増えることを望ん
でいるが、地域が廃れる可能性も。
学校がないと若者が不便さを感
じ、そこに住まなくなるのでは？

提言書への賛同状況
　令和７年７月から 11 月にかけて開催し
た「学校の在り方に関する意見交換会」で、
アンケートを実施しました。

※アンケートは、意見交換会に参加した、
　保護者や地域住民など 247 人のうち、
　171 人が回答したものです

賛同する

賛同しない

どちらとも言えない
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【市内中学校を４校に再編（統合）】

野尻中学校4

三松中学校2 現状維持

須木中学校3 現状維持

小林中学校1
細野中学校

西小林中学校

永久津中学校

東方中学校

小林中学校に
統合

紙屋中学校
野尻中学校に
統合

66.766.7%%5.85.8 %%

27.527.5 %%

小学校は現状を維持
中学校は市内４校に集約
　市教育委員会は、子どもたちが望ましい教育環境の中で学び
合えるよう、適正な学校規模や学習環境を整えることが重要で
あると捉え、意見交換会やアンケートの結果などを総合的に判
断し、今後の学校の在り方に関する方針を決定しました。

令和８年７～８月
市内全中学校区で説明会を開催

令和８年９～ 11月
小林市中学校再編計画（素案）
の作成

　令和 13 年４月に再編後の中
学校をスタートする場合のスケ
ジュールです。

令和９年１～２月
小林市中学校再編計画（素案）
パブリックコメント

令和９年４月～
再編に向けた協議開始（部会等
を設置）

令和９年３月
小林市中学校再編計画の公表

令和 13年４月
再編後の中学校スタート

今後のスケジュール今後のスケジュール

学校再編の基本方針
①小中一貫教育と協働の
学校づくりの継承

　小中学校の９年間を見通
した一貫性と継続性のある
教育と、学校・家庭・地域
が協働で子どもたちを育む
体制を、引き続き、小林教
育の基盤とします。

②豊かな教育活動の実現
  子どもたちの可能性を引き出
し、互いに学び合い、高め合う
学びを目指し、多様な学びが実
現できる教育を目指します。

③教育施設の整備・充実
  市財政の持続可能性に考慮し
た教育施設の整備を進めます。

　

学
校
の
再
編
に
あ
た
っ
て

は
、「
小
中
一
貫
教
育
と
協
働

の
学
校
づ
く
り
の
継
承
」、「
豊

か
な
教
育
活
動
の
実
現
」、「
教

育
施
設
の
整
備
・
充
実
」、
こ

れ
ら
３
つ
を
基
本
方
針
と
し
て

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
再
編
後
も
、引
き
続
き
、

教
師
が
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り

と
向
き
合
う
こ
と
の
で
き
る
教

育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
文

部
科
学
省
が
進
め
て
い
る
少
人

数
指
導
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

小
学
校
で
は
30
人
学
級
編
制
、

中
学
校
で
は
35
人
学
級
編
制
と

な
る
よ
う
、検
討
を
進
め
ま
す
。

（
国
の
基
準
は
小
学
校
が
35
人

学
級
で
中
学
校
は
40
人
学
級
）

　

生
徒
の
多
様
な
学
び
へ
の
支

援
と
し
て
、
学
び
の
多
様
化
学

校
（
不
登
校
特
例
校
）
の
開
設

に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

※
学
び
多
様
化
学
校
と
は
、
文
部
科
学

　

省
の
指
定
を
受
け
、
不
登
校
児
童
生

　

徒
の
実
態
に
配
慮
し
た
教
育
課
程
を

　

編
成
し
、
実
施
す
る
学
校
の
こ
と

学
校
再
編
の
基
本
方
針

少
人
数
指
導
の
発
展

新
た
な
中
学
校
の
設
置

令
和
13
年
４
月
か
ら

新
し
い
学
校
の
カ
タ
チ
へ



市内全中学校区で
説明会を行います

学校の未来を一緒に考えましょう

　今回決定した「今後の学校の在り方に関する
方針」について、詳しい内容をお伝えする説明
会を市内全ての中学校区で開催します。
　方針を進めていく上で考える必要がある、安
心な通学のためのスクールバスの運行ルールや
子どもたちが熱中できる部活動の体制、地域で
大切にしてきた伝統行事の継続、一人ひとりに
合わせた不登校支援、学校跡地の活用方法など、
意見を聞きたいテーマがたくさんあります。
　これからの学校をより良い環境にするため、
どういった手法があるのか。保護者や地域で暮
らす人たちと知恵やアイデアを交えながら一緒
に形にしていきたいと考えています。
　未来を担う子どもたちにとって、そして小林
市の未来にとって、より良い方法・選択は何か。
　ぜひ会場へ足を運び、皆さんの思いを聞かせ
てください。

【説明会の開催日程】

※全て 19 時に始まります

小林中学校体育館小林中 ７10 金

校区名 開催日 場所

細野小学校体育館細野中 ７15 水

西小林中学校体育館西小林中 ７17 金

永久津中学校体育館永久津中 ７22 水

東方中学校体育館東方中 ７24 金

須木総合ふるさとセンター須木中 ７28 火

三松中学校体育館三松中 ７31 金

野尻中学校体育館野尻中 ８４ 火

紙屋中学校体育館紙屋中 木８６
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よ
り
良
い
学
び
を
子
ど
も
た
ち
へ
―
―

　
共
に
考
え
ま
せ
ん
か
、
学
校
の
未
来

　

Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
急
激

な
情
報
化
や
、
先
の
見
え
な
い

社
会
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に

は
、
自
ら
考
え
、
多
様
な
人
と

協
働
し
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築

く
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
多
様
な
考

え
に
触
れ
、
友
達
と
協
力
し
て

課
題
を
解
決
し
な
が
ら
社
会
性

や
協
調
性
を
育
む
環
境
が
不
可

欠
で
す
。
し
か
し
、
小
規
模
化

が
進
む
学
校
で
は
、
そ
の
環
境

小林市教育委員会

大
お お や ま

山 和
か ず ひ こ

彦 教育長

求
め
ら
れ
る
多
様
な
学
び 

小
規
模
化
が
抱
え
る
課
題

整
備
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

実
際
に
、
ク
ラ
ス
の
人
数
が

少
な
い
こ
と
で
話
し
合
い
が
深

ま
ら
な
か
っ
た
り
、
人
間
関
係

が
固
定
化
し
て
自
己
表
現
が
し

づ
ら
い
状
況
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

中
学
校
に
お
い
て
は
、
や
り

た
い
部
活
を
諦
め
る
生
徒
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
教
職
員
や
保
護
者
の

減
少
に
よ
っ
て
一
人
ひ
と
り
の

負
担
が
増
え
、
円
滑
な
教
育
活

動
や
学
校
運
営
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
令
和
13
年
度
に
は
市

内
の
中
学
生
の
数
が
千
人
を
下

回
り
、
そ
れ
以
降
も
急
速
な
減

少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
再
編
に
は
一
定
の
準

備
期
間
を
要
す
る
た
め
、
今
が

方
向
性
を
定
め
る
大
切
な
時
期

で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

方
針
の
決
定
に
あ
た
っ
て

は
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、

地
域
住
民
と
意
見
交
換
を
行

い
、検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

  

こ
れ
ま
で
本
市
の
学
校
は
、

「
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
」
と

し
て
地
域
か
ら
の
見
守
り
や
た

く
さ
ん
の
支
援
に
支
え
ら
れ
て

き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
小
林
教
育
の
伝
統
で

あ
り
、
強
さ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
協
力
な
し
に
は
、
豊

か
な
教
育
活
動
は
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
学
校
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
で
あ

り
、
地
域
の
灯と
も
し
び火
と
し
て
大
切

な
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
統
合
す
る
学

校
に
深
い
愛
着
を
持
つ
方
々
の

気
持
ち
を
考
え
る
と
、
中
学
校

統
合
の
判
断
は
真
に
難
し
く
、

苦
し
い
も
の
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
小
林
の
宝
で
あ

り
未
来
の
担
い
手
で
も
あ
る
子

ど
も
た
ち
に
、
よ
り
良
い
教
育

環
境
を
整
え
、
豊
か
な
学
び
を

保
障
す
る
こ
と
は
教
育
委
員
会

の
大
き
な
責
務
で
あ
る
と
考

え
、「
小
学
校
は
当
面
の
間
は

現
状
維
持
」、「
中
学
校
は
４
校

に
再
編
す
る
」
と
い
う
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

７
月
か
ら
各
中
学
校
区
で
説

明
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

再
編
に
向
け
た
準
備
や
課
題

だ
け
で
な
く
、
小
学
校
や
統
合

の
な
い
中
学
校
の
今
後
に
つ
い

て
も
広
く
意
見
を
伺
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
在
り
方
は
、
未
来
の

地
域
づ
く
り
と
密
接
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
将
来
、
ど
の
よ
う

な
ま
ち
に
し
て
い
く
の
か
、
小

林
市
で
暮
ら
す
全
員
で
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
思
い
と
葛
藤

未
来
に
向
け
た
方
針

学
校
と
地
域
の
こ
れ
か
ら 

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か

「学校再編」気になる、
　どうなる？「学校再編」

　

再
編
を
行
わ
な
い
場
合
、

急
激
な
速
度
で
中
学
校
の
小

規
模
化
が
進
み
ま
す
。

　

令
和
19
年
に
は
市
内
９
校

の
う
ち
７
校
で
学
級
数
が
３

ク
ラ
ス（
１
学
年
１
ク
ラ
ス
）

以
下
と
な
り
、
ク
ラ
ス
替
え

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

生
徒
が
自
分
と
異
な
る
多

様
な
意
見
に
触
れ
た
り
、
集

団
で
学
び
合
っ
た
り
す
る
機

会
が
減
少
す
る
ほ
か
、
学
校

へ
の
教
員
の
配
置
数
が
減
少

し
、
教
員
が
専
門
外
の
教
科

を
教
え
る
場
合
が
あ
る
こ
と

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会

性
を
育
む
こ
と
へ
の
影
響
だ

け
で
な
く
、
教
育
の
質
に
も

影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

中学校 R8 R13 R19
小林中 391（12） 383（12） 299（10）
細野中 113　（4） 116　（5） 76　（3）
西小林中 89　（3） 74　（3） 32　（3）
永久津中 29　（3） 22　（3） 11　（3）
東方中 46　（3） 48　（3） 20　（3）
三松中 227　（8） 220　（8） 147　（6）
須木中 22　（3） 11　（2） 3　（2）
野尻中 118　（4） 93　（4） 51　（3）
紙屋中 29　（3） 21　（3） 8　（2）

▼市内中学校の生徒数の試算  ※（）内は学級数
学級数が３以下の学校では、クラス替えができな
いことを意味しています。

※ R8 の数は実数値。R13 以降の数字は、R7.4 月
時点の住民基本台帳による入学予定者数から算定

再
編
し
な
い
と
市
内
の
中
学

校
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
？

急
速
に
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、

学
校
の
小
規
模
化
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

遠
距
離
通
学
の
支
援
と
し
て
、

「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
」
を
運
行
す

る
方
針
で
す
。

学
校
が
遠
く
、
通
学

が
大
変
に
な
る
？

　

安
心
安
全
な
通
学
方
法
を
確

保
す
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。
運
行
は
朝
１

便
、帰
り
２
便
（
学
校
終
了
時
、

部
活
動
終
了
時
）。
バ
ス
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通
機

関
と
の
連
携
や
集
合
場
所
・
集

合
時
間
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
検
討
を
進
め

ま
す
。

地
域
交
流
や
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
の
利
活
用
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

再
編
後
の
学
校
跡
地

の
活
用
方
法
は
？

　

学
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
統
合
さ
れ
る
中
学
校
を
小

学
校
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

や
、
地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て

活
用
す
る
な
ど
、
多
角
的
な
視

点
を
も
っ
て
関
係
部
局
と
連
携

し
検
討
を
進
め
ま
す
。


